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１．研究計画の概要 
ワイヤレス・センサ・ネットワークを用い

て，通常時及び強震時の建築物の広域振動モ

ニタリングを行い，得られた振動データを複

数のハブコンピュータとホストコンピュー

タで段階的に処理し，システム同定により都

市のストックとしての建築群のヘルスモニ

タリング，都市域における振動伝搬特性の同

定，不愉快な振動源の特定などを行う。この

ような広域モニタリングにより、都市を構成

する個々の建築の安全性と快適性を向上さ

せるだけでなく、都市全体としての安全性と

快適性を高めることを目指している。 
 
２．研究の進捗状況 
初年度は精度やデータ伝送距離に関する

センサ性能を要求レベルに上げるために試

行錯誤を行ったが、2年度の後半から従来よ

りも高精度のワイヤレス加速度センサを新

たに開発し，建物内外におけるテストを実施

した。センサ開発に当たっては、通信方式の

選択に時間を要し、微弱無線、ブルートゥー

ス、JIGBEEなどを検討したが、最終的に

JIGBEEを採用した。 
建物内部におけるテストを，3成分センサ8

個を用いて東京都市大学建築学科棟（ＲＣ造

４階）で実施し，また建物外部におけるテス

トを，1成分（上下動）センサ10個を用いて

多摩川に架かる丸子橋での道路振動計測と

大井町線沿線での鉄道振動計測を実施した。

建物内振動の計測では、震度1~2程度の微弱

地震を計測するためにトリガー機構を設け

た。テストの結果、構造物や地盤の固有振動

数の同定および移動振動源の同定の精度向

上を確認したが、微小な振動になるとAD変

換器で発生するノイズに埋もれるという問

題と多点間の振動を処理するにはより正確

な同期が必要なことが分かり改善を進めて

おり、間もなく改良が終了する。 
一方，品川区の戸越銀座近辺をワイヤレス

・センサ・ネットワークのパイロット地区に

選定し，品川区教育委員会の許可を受け，新

幹線，私鉄，地下鉄，国道など交通振動の発

生源が多く環境振動モニタリングの対象地

区として好ましい条件を備えた小中学校の

測定を行うことが可能となった。改良された

センサを用いて複数の学校内外の同時計測

を実施し、いったんハブステーションにデー

タを送った後、インターネット回線により大

学に転送しデータ処理を行う計画である。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

実験レベルではなく野外での広域振動モ

ニタリングシステムを開発するという点で

多くの問題に遭遇し、その都度クリアしてき

た。今年度、開発した計測システムを用いて

品川区の小中学校で実計測を行う段階に到



達している。 

 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度（今年度）は品川区の戸越銀座近

辺でワイヤレス・センサ・ネットワークを構

築し，地震動と環境振動に対する振動モニタ

リングを実施する予定である。多数のセンサ

情報の伝送において，振動の時系列データそ

のものを送ることは冗長であり電源の無駄

遣いにもなりかねないので，現在，各センサ

内のメモリに時系列データを温存して好き

な時にデータ処理をする方法と，各センサ内

で計測情報を圧縮あるいは変換した後に伝

送してセンサ間で分散処理する方法とを併

用する方式を検討中である。 
 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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